
(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
知識・技能 80.1% 74.1% 62.6%

思考・判断・表現 60.4% 77.6% 67.9%
全体 68.5% 75.9% 65.6%

中学校第１学年【国語】
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○ 「知識・技能」の平均通過率は74.1％と，70％を超えており，概ね学習内容の定着が図られている
ことが分かります。一方，大問１(1)「漢字の書き」の無答率は11.0％，大問１(3)「漢字の部首」の
平均通過率は35.9％と，低い結果になっています。国語科の様々な言語活動はもちろんのこと，日常
生活や各教科等の中で，機会があるごとに漢字を意識するよう工夫し，必要に応じて辞書を引くこと
を習慣付けるなど漢字を正しく用いる態度と習慣を養うことが大切です。

○ 「思考・判断・表現」の平均通過率は77.6％と，70％を超えています。また，令和４年度より13.2
ポイントも上回っており，授業改善を進めながら学習内容の定着が図られていることが分かります。
昨年度課題であった「読むこと」の平均通過率が84.3％となり，28.9ポイントの改善が図られました。
大問２については，「文章のリライト」や「物語の展開」など過去の全国学力・学習状況調査で課題
が見られた内容の類似問題を出題しています。今後も指導事項を明確にしながら，相手・目的意識の
ある言語活動を通した授業改善を進めることが大切です。

○ 生徒質問紙において，「授業で，タブレットやパソコン，電子黒板等をどれくらい活用しています
か」については，「ほぼ毎日使用している」と回答した割合が12.3％と，他の教科・学年より低い結
果になっています。特に，考えを共有したり推敲したりする場面では，ＩＣＴ機器を効果的に活用す
ることができるため，積極的に活用することが大切です。
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国語(中学校第１学年）

大
問

中
問

小
問

知識及び技能
話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと 知識・技能 思考・判断・表現 通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 1
小4
小6

○ ○ 93.8% 0.6%

2 2 小4 ○ ○ 70.9% 11.0%

3 1
小5

(漢字は
小2)

○ ○ 77.4% 0.1%

4 2
小5

(漢字は
小5)

○ ○ 82.6% 0.0%

5 三
小学校
中学年

○ ○ 35.9% 0.0% 　漢字の部首名を正しく答えることができる
か。

6 四 中1 ○ ○ 67.8% 0.0% 　単語を理解し，適切に区切ることができる
か。

7 五
小学校
中学年

○ ○ 62.3% 0.2% 　故事成語の意味を正しく理解することができ
るか。

8 六 中１ ○ ○ 67.6% 0.1% 　文脈上の正しい語句の意味を理解している
か。

9 1 中１ ○ ○ 91.3% 0.1%

10 2 中１ ○ ○ 78.7% 0.1%

11 3 中１ ○ ○ 84.5% 1.0% 　歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直すことが
できるか。

12 一 中1 ○ ○ 87.6% 0.3% 　文脈の中における語句の意味を捉えることが
できるか。

13 ア ○ ○ 77.9% 3.9%

14 イ ○ ○ 90.9% 3.5%

15 三 中1 ○ ○ 87.3% 0.4% 　場面の展開や登場人物の心情の変化などにつ
いて，描写を基に捉えることができるか。

16 四 中1 ○ ○ 80.1% 0.3% 　場面の展開，登場人物などの描写に注意して
読み，内容を理解することができるか。

17 一 中１ 〇 〇 77.0% 1.7%   原因と結果，意見と根拠など情報と情報の関
係について理解することができるか。

18 二 中１ 〇 〇 82.0% 0.8% 　文章の構成や展開について根拠を明確にして
考えることができるか。

19 ① 中１ ○ ○ 70.8% 14.0%

20 ② 中１ ○ ○ 49.8% 15.5%

21 一 中１ ○ ○ 70.0% 0.8% 　目的や意図に応じて，必要に応じて質問して
話の内容を捉えることができるか。

22 二 中１ ○ ○ 84.3% 5.1% 　必要に応じて記録しながら話の内容を捉える
ことができるか。

23
条
件
１

中１ ○ ○ 80.0% 11.0% 　目的や意図に応じて，集めた材料を整理し，
伝えたいことを明確にすることができるか。

24
条
件
２

中１ ○ ○ 70.6% 11.9% 　根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる
文章を書くことができるか。

問題数 12 2 4 6 12 12

出題割合 50.0% 8.3% 16.7% 25.0% 50.0% 50.0%

75.9% 3.4%

内容領域別

⑵　各設問の分類と平均通過率

出題の意図

1

出題学年

評価の観点設問

二

4

小学校
高学年

県平均 校内平均

計

2

3

三

　学年別漢字配当表に示されている漢字を文や
文章の中で正しく読んだり，書いたりすること
ができるか。

一

三

七

　根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる
文章になるように工夫することができるか。

　古文の内容と古語の意味を正しく理解してい
るか。

二
　文意や熟語の意味から正しい漢字を判断する
ことができるか。

　文章と図表などを結び付けて内容を捉えるこ
とができるか。
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⑶ 国語＜中学校第１学年＞ 
 ア 特徴ある問題から 大問 ３  

 （中学校学習指導要領解説 国語編 
「Ｂ 書くこと」 Ｐ62～65）   
特徴ある問題として，過去の全国学力・学習 

状況調査や鹿児島学習定着度調査の結果から課 
題となっている「伝えたい内容や自分の考えに 
ついて根拠を明確にして書いたり話したりする 
こと。」「複数の資料から適切な情報を得てそ 
れらを比較したり関連付けたりすること。」に 
ついて出題しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
本問題の観点②「引用した部分に対する自分 

の考えを具体的に書くこと。」における平均通 
過率は 49.8％，無答率は 15.5％となっていま 
す。原因として，自分の考えが確かな事実や事 
柄に基づいたものであるかどうかを確かめる授 
業や，読み手からの助言などを踏まえ，自分の 
文章のよい点や改善点を見い出すような授業が 
十分になされていない可能性があります。 
そこで，次のような視点での授業改善が考え 

られます。 
 

 イ 授業改善のポイント 
単元の中で，〔知識及び技能〕(2)ア「情報と情報との関係」と，「書くこと」を関連

付けながら，系統性を踏まえた授業を行う必要があります。第１学年では，他者の意見
を理解したり，自分の意見を述べたりする言語活動に取り組む中で，話や文章の中に含
まれている情報と情報とがどのように結び付いているかを捉えて整理したり，意見と意
見を支える根拠を明らかにしたりすることが重要です。 

 
 
 
 
 
 
 

 

一人で記述する（「考えの形成，記述」，「推敲」）時間，グループ等で話し合う（「共有」）
時間を確保しましょう。具体的には･･･ 
○ 自分が選択した情報を図示するなど，どのように考えたか伝わるように説明する。 
○ 友達がどの情報を選択し，どのように考えたかを聞き，質問や反論をする。 
○ 自分が選択しなかった他の情報を選択し，新たな考えや根拠を記述し説明する。 

大山さんは，【本の一部】を引用して，【大山さん
の文章の下書き】Ａの部分を書こうとしています。あ
なたならどう書きますか。以下の条件にしたがって書
きなさい。 
〈条件〉 
 ①【本の一部】から引用して書くこと（引用部分は 

「 」を用いること）。 
②【本の一部】の内容に対する意見を，大山さんの 
立場で述べること。 
③七十字以上，百十字以内で書くこと。 

中問３ 

本問題では，根拠となる事実の引用や「大山さんの立場」で文を考える
際に，どの表現に着目するかが大事になります。 

【大山さんの下書きの文章】第３段落の「しかし」に着目すると，第２
段落に書かれている「収入（お金）」が目的でないことが分かります。 



小５ 中１

学年別平均通過率
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80.1% 74.1%

(1)　中２平均通過率と受検者の正答数分布
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中学校第２学年【国語】

○ 「知識・技能」の平均通過率は62.6％と，70％を下回っており，授業改善を進め学習内容の定着を
図る必要があります。特に，大問１(6)「行書」の平均通過率は37.5％と低い結果になっています。
行書の問題は，令和４年度の平均通過率も46.6％と低い状況にあります。行書の指導に当たっては，
生徒自らが行書の特徴に気付き，どのようにすればこれらの特徴を生かした書き方ができるのかを考
えることができるように，話合いや観点に沿った振り返りを単元に取り入れることが大切です。また，
行書の特徴に合わせて，自分が書いた文字を自己評価させるような活動も大切です。

○ 「思考・判断・表現」の平均通過率は67.9％と，令和４年度より8.0ポイント下回っており，更な
る授業改善を進め学習内容の定着を図る必要があります。特に，「話すこと・聞くこと」の平均通過
率は50.9％と，昨年度より24.1ポイント下回っています。大問４(1)「発言の意図」の平均通過率は
40.1％，大問４(3)「説明の構成」の平均通過率は40.9％と，低い結果になっています。これらの「非
連続型テキスト」を用いた問題は，令和４年度鹿児島学習定着度調査の類似問題です。「非連続型テ
キスト」を活用した言語活動を位置付ける授業改善を進める際は，指導事項を明確にしながら一つの
テキストから様々な問いを設定し，見方を広げたり考え方を深めたりすることが大切です。

○ 全体を通して，中学１年や小学５・６年の指導事項を出題した問題については，平均通過率が低い
結果になっています。授業では，既習の教科書教材を活用し，復習を取り入れながら「前学年（単元）
との違い」を明確にし，系統を意識した単元づくりを行うことが大切です。
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国語(中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

知識及び技能
話すこと
聞くこと 書くこと 読むこと 知識・技能 思考・判断・表現 通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 1 中１ ○ ○ 75.0% 3.3%

2 2
小４
小６

○ ○ 61.8% 7.0%

3 二
小５
小６

○ ○ 68.8% 0.5%

4 三
小５
中２

○ ○ 69.2% 0.1% 　尊敬語を正しく理解しているか。

5 四 中２ ○ ○ 60.9% 0.2% 　形容動詞の活用を理解しているか。

6 五
小６
中２

○ ○ 62.0% 0.1% 　熟語の構成を理解しているか。

7 六
中１
中２

○ ○ 37.5% 0.3% 　行書の特徴を理解しているか。

8 1 中１ ○ ○ 78.1% 1.7% 　文語のきまりを理解しているか。

9 2 中２ ○ ○ 79.2% 0.1% 　古語の意味を理解しているか。

10 3 中２ ○ ○ 43.6% 0.2% 　古文を読んで，文意を捉えることができるか。

11 一 中１ ○ ○ 52.2% 0.3% 　表現の技法を理解しているか。

12 二 中１ ○ ○ 56.9% 13.7% 　文章の表現の効果について捉えることができるか。

13 三 中１ ○ ○ 78.4% 0.2% 　場面の展開や登場人物の心情の変化をなどについて，描
写をもとに捉えることができるか。

14 四 中１ ○ ○ 82.9% 0.3% 　場面の展開や登場人物の心情の変化をなどについて，描
写をもとに捉えることができるか。

15 Ⅰ 中２ ○ ○ 79.1% 0.6% 　登場人物の言動の意味などについて考え，内容を解釈す
ることができるか。

16 Ⅱ 中２ ○ ○ 85.4% 4.3% 　登場人物の言動の意味などについて考え，内容を解釈す
ることができるか。

17 一 中１ ○ ○ 57.9% 0.4% 　読み手の立場に立って，表記や語句の用法，叙述の仕方
などを確かめて，文章を整える視点をもっているか。

18 二 中２ ○ 〇 35.7% 0.5% 　伝えたいことがわかりやすく伝わるように，文章の構成
や展開を工夫することができるか。

19
条
件
１

中１ ○ ○ 81.9% 6.9% 　書く内容の中心が明確になるように，文章の展開を考え
られているか。

20
条
件
２

中２ ○ ○ 86.2% 7.2% 　自分の考えが伝わる文章になるように，工夫することが
できているか。

21 一 中１ ○ ○ 40.1% 0.9% 　話題や展開を捉えながら話し合い，互いの発言を結び付
けて考えをまとめることができるか。

22 二 中２ ○ ○ 71.6% 1.1%
　目的や場面に応じて話題を決め，異なる立場や考えを想
定しながら集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討する
ことができるか。

23 三
小学校
高学年

○ ○ 40.9% 1.9% 　話の内容が明確になるように，事実と感想・意見を区別
するなど，話の構成を工夫することができるか。

24
条
件
１

中２ ○ ○ 78.3% 12.1%

25
条
件
２

中２ ○ ○ 74.8% 13.4%

問題数 10 3 6 6 11 14

出題割合 40.0% 12.0% 24.0% 24.0% 44.0% 56.0%

65.6% 3.1%

一

三

七

　学年別漢字配当表に示されている漢字を文や文章の中で
正しく読んだり，書いたりすることができるか。

五

　論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較し
ながら，自分の考えをまとめることができるか。

4

設問

計

2

3

四

県平均

⑵　各設問の分類と平均通過率

出題の意図

1

出題学年

評価の観点内容領域別 校内平均
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⑶ 国語＜中学校第２学年＞ 
 ア 特徴ある問題から 大問 ３  
  （中学校学習指導要領解説 国語編   

「Ｂ 書くこと」 Ｐ93～95）   
特徴ある問題として，過去の全国学力・学 

習状況調査や鹿児島学習定着度調査の結果か 
ら課題となっている「複数の資料から適切な 
情報を得てそれらを比較したり関連付けたり 
すること。」「文章を読んで根拠の明確さや 
論理の展開，表現の仕方等について評価する 
こと。」について出題しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本問題における平均通過率は 35.7％，無答率は 0.5％となっています。原因として，

根拠が確かな事実や事柄に基づいたものであることや，自分の考えが事実や事柄に対す
る適当な解釈から導き出されていることなど，根拠の適切さ（根拠が自分の考えを支え
るものであるかどうか）を検討するような授業，または，書き手が目的と意図に応じて
どのような表現の工夫をし，それはどのような効果があったかなど，読み手からの助言
を踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を見い出すような授業が十分になされていない
可能性があります。そこで，次のような視点での授業改善が考えられます。 

 
 イ 授業改善のポイント 

単元の中で，〔知識及び技能〕(2)ア「情報と情報との関係」と，「書くこと」を関連
付けながら，系統性を踏まえた授業を行う必要があります。第２学年では，他者の意見
を理解したり，自分の意見を述べたりする言語活動に取り組む中で，話や文章の中に含
まれている情報と情報とがどのように結び付いているかを捉えたり，整理したりしなが
ら，意見と意見を支える根拠を明らかにするとともに，意見を裏付けるためのより適切
な根拠の在り方を理解することが重要です。 

 評価規準（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））を明確にして，生徒の記述を適切に評価したり，
生徒自身が評価の観点を意識する言語活動を設定したりしましょう。具体的には・・・ 
○ 実際の言語活動を踏まえて，授業前にルーブリックやゴールモデルを作成する。ルーブリッ

クを基に，生徒の反応を分析して指導を行ったり，ゴールモデルから生徒が評価規準を考えたり
する活動を設定する。 

○ 単元内に相互評価や自己評価を計画的に位置付ける。目的や意図，根拠となる情報など，観点
を明確にした相互評価を行ったり，他者からの意見等を踏まえた振り返りを設定したりする。 

次の  は，コメントＢ「なぜ読書の紹介はこの四つにした
の？」に対して，佐藤さんが返信したものの一部です。この返信
は，あとのア～エのどれについて説明しよう 
としたものだと考えられますか。 
〈選択肢〉 
 ア 登場人物の気持ち等を考えることで， 

想像力がきたえられる効果を紹介した 
理由。 

イ 確かな知識が身に付くことで，自分 
の世界が広がることを紹介した理由。 

ウ 語彙力が高まり，様々な表現が使えるようになること 
を紹介した理由。 

エ 読書が，音楽やゲームよりも高いストレス軽減効果を 
もつことを紹介した理由。 

中問２ 

本問題では，【学級新聞原稿】【佐藤さんの返信】それぞれの文章の，どの表現
に着目するかが大事になります。 

【学級新聞原稿】の「まず」「次に」など接続する語句に着目して，「読書の四
つの効果」を確認します。また，【佐藤さんの返信】の「自分の力を伸ばすこと
に関わるものだけではない」から，四つの違いを分類していきます。 


